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６
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※
2
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４
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５
版
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ダ
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管
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キ
ッ
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V
I
D
A
S
 
Q
u
a
l
i
t
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C
o
n
t
r
o
l
 
T
e
s
t
 
S
t
r
i
p
 
(
Q
C
V
)
 

30
70

6 
 本
品

は
、
当
該

添
付
文

書
を
よ

く
読
ん

で
か

ら
使

用
し
て

く
だ

さ
い
。

 
 バ

イ
ダ

ス
機

器
精

度
管

理
用

キ
ッ

ト
（

Q
C

V
）

は
、

酵
素

反
応

の
結

果
に

影
響

を
及

ぼ
す

正
常

で

は
な
い
分

注
機

能
を
検

出
す

る
た

め
に

用
い

ら
れ

ま
す

。
さ

ら
に
、
光
学

系
シ
ス
テ
ム
が
高

い
蛍
光

レ
ベ
ル
を
測
定

可
能
で

あ
る
こ

と
を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ
と

も
意

図
し
て
い
ま
す
。

 
 ※

Q
C

V
試

験
は

、
自

動
免

疫
蛍

光
測

定
装

置
バ

イ
ダ

ス
及

び
ミ

ニ
バ

イ
ダ

ス
の

各
ポ

ジ
シ

ョ
ン

に
対

し
て
最
低
月
１

回
実
施

す
る
ほ

か
、
装

置
の

異
常

が
疑
わ

れ
る

と
き
に
も
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
 ■

キ
ッ
ト

の
構

成
 

①
 

Q
C

V
試

薬
ス
ト
リ

ッ
プ

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

· 6
0
本

 
②

 
Q

C
V
ス
パ
ー
（
固

相
）

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

··
··

· 6
0
本
（
２
×
3
0本

）
 

 
各
構
成

試
薬
の

内
容

 
①
 

Q
C

V
試

薬
ス
ト
リ

ッ
プ
は

、
ラ
ベ

ル
化

さ
れ

た
ホ
イ

ル
シ

ー
ル
を
伴
う
1
0
個
の
ウ
ェ
ル
か
ら

な
り

ま
す

。
ラ

ベ
ル

に
は

ア
ッ

セ
イ

コ
ー

ド
、

キ
ッ

ト
ロ
ッ
ト
番
号
及
び

使
用
期
限
を
主
に

示
す

バ
ー

コ
ー

ド
が

印
刷

さ
れ

て
い

ま
す

。
最

後
の

ウ
ェ
ル
は
、
蛍
光
測

定
を
行
う
た
め
に

カ
ー

ブ
し

て
い

ま
す

。
ス

ト
リ

ッ
プ

の
中

央
の

ウ
ェ

ル
は
、
ア
ッ
セ
イ
に

必
要
な
様
々
な
試

薬
を

含
ん
で
い

ま
す

。
ウ

ェ
ル

の
内
容

は
下

記
の

と
お
り

で
す
。

 
 

ウ
ェ
ル

 
内
 
 
 
 
 
 
 
 
 
容

 

1
 

空
ウ
ェ
ル
 

2 

（
4
00
μ

L ）
 

４
－
メ
チ
ル
－
ウ
ン
ベ
リ
フ
ェ
ロ
ン
溶
液
（
1
0
0
μ

m
ol
/

L ）
 

[
C

H
ES

緩
衝

液
（

2
0m

m
ol
/

L 、
pH

 
9
.
6
）
＋
ア
ジ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
0
.
9

g /
L ）

]
中
 

3
 

空
ウ
ェ
ル
 

4 

（
4
00
μ

L ）
 

４
－
メ
チ
ル
－
ウ
ン
ベ
リ
フ
ェ
ロ
ン
溶
液
（
0
.
6
μ

m
ol
/

L ）
 

[
C

H
ES

緩
衝

液
（

2
0m

m
ol
/

L 、
pH

 
9
.
6
）
＋
ア
ジ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
0
.
9

g /
L ）

]
中
 

5・
6 

（
6
00
μ

L ）
 

４
－
メ
チ
ル
－
ウ
ン
ベ
リ
フ
ェ
ロ
ン
溶
液
（
0
.
6
μ

m
ol
/

L ）
 

[
C

H
ES

緩
衝

液
（

2
0m

m
ol
/

L 、
pH

 
9
.
6
）
＋
ア
ジ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
0
.
9

g /
L ）

]
中
 

7
 

空
ウ
ェ
ル
 

8・
9 

（
4
00
μ

L ）
 

４
－
メ
チ
ル
－
ウ
ン
ベ
リ
フ
ェ
ロ
ン
溶
液
（
2
6
μ

m
ol
/

L ）
 

[
C

H
ES

緩
衝

液
（

2
0m

m
ol
/

L 、
pH

 
9
.
6
）
＋
ア
ジ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
0
.
9

g /
L ）

]
中
 

1
0 

（
3
00
μ

L ）
 

４
－
メ
チ
ル
－
ウ
ン
ベ
リ
フ
ェ
ロ
ン
溶
液
（
0
.
6
μ

m
ol
/

L ）
 

[
C

H
ES

緩
衝

液
（

2
0m

m
ol
/

L 、
pH

 
9
.
6
）
＋
ア
ジ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
0
.
9

g /
L ）

]
中
 

 ②
 

Q
C

V
ス

パ
ー
は
、

ピ
ペ
ッ

ト
チ
ッ

プ
と

し
て

機
能
し

ま
す

。
な
お
、
ス
パ
ー
は
使
用
す
る
本

数
の

み
を
パ
ッ

ケ
ー

ジ
か

ら
取

り
出
し

て
く

だ
さ

い
。

 

機
器
精
度
管
理

用
キ
ッ

ト
 

 

－
2
－
 

■
使

用
目

的
 

自
動
免
疫
蛍

光
測
定

装
置

バ
イ

ダ
ス
及

び
ミ

ニ
バ

イ
ダ
ス

の
精

度
管

理
 

 
※

■
原

理
 

本
試
験
は
、

標
準

化
さ

れ
た

種
々

の
濃

度
の

蛍
光

物
質

（
４

－
メ

チ
ル

－
ウ

ン
ベ

リ
フ

ェ
ロ

ン
）

溶
液
を
、
連

続
的

に
種

々
の

速
度

で
吸

引
・

排
出

を
行

い
、

ポ
ン

プ
の

吸
引

機
能

を
確

認
し

ま
す
。

 
得
ら
れ
た
試

験
結
果

に
よ

り
、

以
下
の

事
項

を
判

定
し
ま

す
。

 


 
蛍

光
比

「
バ

イ
ダ

ス
で

は
Te

st
 V

al
ue

 1
（

ミ
ニ

バ
イ

ダ
ス

で
は

TV
1
）
」

に
よ

り
、

機
器

の

分
注
機

能
が

正
し
く

機
能

し
て

い
る
こ

と
を

確
認

し
ま
す

。
 


 

蛍
光

強
度

「
バ

イ
ダ

ス
で

は
re

ad
in

g 
3
（

ミ
ニ

バ
イ

ダ
ス

で
は

R
3
）
」

に
よ

り
、

光
学

系
シ

ス
テ
ム

の
状

態
を
確

認
し

ま
す

。
 

な
お
、
測

定
値

は
当

該
添

付
文

書
の

『
試

験
結

果
の

判
定

方
法

』
で

規
定

し
て

い
る

範
囲

内
で
な

け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん

。
 

 試
験
の
各
ス

テ
ッ
プ

は
次

の
と

お
り
で

す
。

 

１
回

目
の

蛍
光

強
度

の
読

取
り

で
、

試
薬

の
状

態
を

確
認

し

ま
す
。

 

 
バ
イ
ダ
ス
で
は
“

re
ad

in
g 
1”

 
ミ
ニ
バ
イ
ダ
ス
で
は
“

R
1”

 
と
表
示
さ
れ
る

 
２

回
目

の
蛍

光
強

度
の

読
取

り
は

、
種

々
の

速
度

で
吸

引
操

作
が

行
わ

れ
た

あ
と

に
行

わ
れ

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

機
器

の

適
切

に
分

注
す

る
た

め
の

ポ
ン

プ
の

吸
引

機
能

を
確

認
す

る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

 
バ
イ
ダ
ス
で
は
“

re
ad

in
g 
2”

 
ミ
ニ
バ
イ
ダ
ス
で
は
“

R
2”

 
と
表
示
さ
れ
る

 

３
回

目
の

蛍
光

強
度

の
読

取
り

は
、

少
量

の
高

濃
度

蛍
光

物

質
が

キ
ュ

ベ
ッ

ト
に

注
入

さ
れ

た
あ

と
に

行
わ

れ
ま

す
。

こ

れ
に

よ
り

、
機

器
の

光
学

系
シ

ス
テ

ム
が

高
値

の
蛍

光
強

度

を
測
定
で
き
る
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

 
バ
イ
ダ
ス
で
は
“

re
ad

in
g 
3”

 
ミ
ニ
バ
イ
ダ
ス
で
は
“

R
3”

 
と
表
示
さ
れ
る

 

 
こ
れ
ら
一
連

の
ス
テ

ッ
プ

が
終

わ
る
と

、
得

ら
れ

た
３
つ

の
蛍

光
強

度
か
ら

、
Te

st
 V

al
ue

 1
及

び

Te
st

 V
al

ue
 2
（
ミ

ニ
バ

イ
ダ
ス

で
は

TV
1
及

び
TV

2）
が

自
動

的
に

算
出

さ
れ

ま
す
。

算
出

結
果

は
、
報
告
書

に
示
さ

れ
ま

す
。

 

バ
イ
ダ
ス
：

 
Te

st
 V

al
ue

 (
TV

1)
 =

 
re

ad
in

g 
2 

Te
st

 V
al

ue
 (T

V
2

) =
 

re
ad

in
g 
3 

re
ad

in
g 
1 

re
ad

in
g 
1 

ミ
ニ
バ
イ
ダ
ス

：
 

TV
1 

= 
R
2 

 
TV

2 
= 

R
3 

 
R
1 

R
1 

 ■
特

長
 

１
．
自
動
免
疫
蛍
光
測
定
装
置
バ
イ
ダ
ス
及
び
ミ
ニ
バ
イ
ダ
ス
の
精
度
管
理
専
用
の
キ
ッ
ト
で
す
。

 
２
．
試
薬
ス

ト
リ
ッ

プ
及

び
ス

パ
ー
を

機
器

に
セ

ッ
ト
す

る
だ

け
で

、
自
動

的
に

分
析

か
ら
結

果

の
プ
リ

ン
ト

ア
ウ
ト

ま
で

行
わ

れ
ま
す

。
 

 
■

操
作

方
法

 
こ
の
試
験
は

全
て
の

ポ
ジ

シ
ョ

ン
で
実

施
す

る
こ

と
に
よ

り
、

機
器

全
体
に

問
題

が
な

い
こ
と

を

確
認
す
る
こ

と
が
で

き
ま

す
。

 
バ
イ
ダ
ス
及

び
ミ
ニ

バ
イ

ダ
ス

で
毎
日

測
定

さ
れ

る
患
者

検
体

の
ワ

ー
ク
リ

ス
ト

は
月

毎
に
保

管

し
、

Q
C

V
で

得
ら
れ

た
結

果
か

ら
そ
の

信
頼

性
等

を
確
認

す
る

こ
と

が
で
き

ま
す

。
 

１
．

キ
ッ

ト
か

ら
必

要
な

本
数

の
Q

C
V
試

薬
ス

ト
リ

ッ
プ

及
び

Q
C

V
ス

パ
ー

を
取

り
出

し
、

残

り
は
全
て
２

～
８
℃

に
て

保
存

す
る
た

め
に

冷
蔵

庫
に
戻

し
て

く
だ

さ
い
（

ス
パ

ー
の

パ
ッ

ケ
ー
ジ
に
は

乾
燥
剤

は
不

要
で

す
）。

 



 

－
3
－
 

２
．

ワ
ー

ク
リ

ス
ト

の
作

成
：

Q
C

V
を

タ
イ

プ
し

、
ア

ッ
セ

イ
コ

ー
ド

等
機

器
に

必
要

な
試

験

情
報

を
入
力
し

て
く

だ
さ

い
。

 
３

．
機

器
に

Q
C

V
試

薬
ス

ト
リ

ッ
プ

及
び

Q
C

V
ス

パ
ー

を
セ

ッ
ト

し
、

ス
ト

リ
ッ

プ
（

ト
レ

ー
 

カ
バ

ー
）
・

ス
パ

ー
（

ス
パ

ー
 

ド
ア

ー
）

の
各

扉
を

確
実

に
閉

め
て

く
だ

さ
い

（
注

：
ス

パ
ー

パ
ウ
チ
に

乾
燥

剤
は

必
要

あ
り
ま

せ
ん

）。
 

４
．

ユ
ー
ザ
ー

ズ
マ
ニ

ュ
ア
ル

に
従
っ

て
試

験
を

開
始
し

て
く

だ
さ
い
。
各
ス
テ
ッ
プ
は
機
器
に

よ
り

自
動
的
に

行
わ

れ
ま

す
。

試
験
は

約
2
0
分
で

終
了
し

ま
す
。

 
５

．
試

験
が
終

了
し
た

ら
、
結

果
を
プ

リ
ン

ト
ア

ウ
ト
し

、
分
析
を
行
い
ま
す
。
結
果
の
解
釈
が

検
証

さ
れ
た
ら

、
適

当
な

容
器

に
使
用

済
み

の
ス

パ
ー
と

ス
ト
リ
ッ
プ
を
廃
棄
し
ま
す
。

 

※
■
使
用

上
の

留
意
事
項

 
１
．

re
ad

ai
ng

 1
（

又
は

R
1
）

＜
2
00

R
FU

を
示
す

場
合

、
正

し
い
結
果
を
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

場
合

、
可

能
で

あ
れ

ば
新

し
い

ロ
ッ

ト
の

Q
C

V
ス

ト
リ

ッ
プ

を

用
い

て
再
度
試

験
を

行
っ

て
く

だ
さ
い

。
 

２
．

本
品
は
機

器
の
分

注
機
能

又
は
光

学
系

の
状

態
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の
み
に
用
い
て
く
だ

さ
い

。
キ
ャ
リ

ブ
レ

ー
タ

ー
で

は
あ
り

ま
せ

ん
。

 
３

．
本

品
は
機

器
の
温

度
異
常

又
は
漏

出
を

チ
ェ

ッ
ク
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

 
４

．
本

品
は
機

器
を
試

験
す
る

た
め
に

の
み

用
い

て
く
だ

さ
い

。
 

※
※
■
試

験
結

果
の
判
定

方
法

 
Te

st
 V

al
ue

 1
及
び

re
ad

in
g 
3
（

ミ
ニ
バ

イ
ダ

ス
で

は
TV

1
及
び

R
3）

の
値
は
、
以
下
に
示
さ
れ
た

受
容

範
囲
内
で

な
け
れ

ば
な
り

ま
せ
ん

。
（

下
記

フ
ロ
ー

チ
ャ

ー
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
）

 
-
 

Te
st

 V
al

ue
 1

（
TV

1
）

の
受
容
可

能
範

囲
：
各

々
の

ポ
ジ

シ
ョ

ン
≧

キ
ッ

ト
ラ

ベ
ル

に
示

さ

れ
た

値
。

あ
る

ポ
ジ

シ
ョ

ン
の

結
果

が
規

格
外

で
あ

る
場

合
は

、
新

し
い

２
つ

の
Q

C
V
ス

ト

リ
ッ

プ
を
続
い

て
試

験
し

て
く

だ
さ
い

。
 

  
 ポ

ジ
シ

ョ
ン

に
関

わ
ら

ず
同

一
の

セ
ク

シ
ョ

ン
で

一
つ

で
も

規
格

か
ら

外
れ

た
値

が
認

め
ら

れ
る

場
合

は
、

そ
の

セ
ク

シ
ョ

ン
の

使
用

を
中

止
し

、
下

記
に

記
載

さ
れ

て
い

る
お

問
い

合

わ
せ

先
へ
ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

 
-
 

re
ad

in
g 
3（

ミ
ニ

バ
イ
ダ

ス
で
は

R
3
）
の

受
容
範
囲

≧
4
1
0
0 

R
FU

。
特
定
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

規
格

値
か

ら
外

れ
た

場
合

は
、

機
器

の
使

用
を

中
止

し
、

下
記

に
記

載
さ

れ
て

い
る

お
問

い

合
わ

せ
先
へ
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
 

 

は
い

 

Te
st

 V
al

ue
 １

又
は

TV
１

 
の
値
が
セ

ク
シ
ョ
ン

中
の

ポ
ジ

シ
ョ

ン
に

関
わ

ら
ず

、
少

な

く
と
も

2
回
目

で
規

格
外

を
示

し
て

い
ま

す
か

？
 

い
い

え
 

セ
ク
シ
ョ
ン
の
使

用
を

中
止

し
、

 
シ

ス
メ
ッ
ク
ス

カ
ス

タ
マ

ー
サ

ポ
ー

ト
 

セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡

下
さ

い
。

 

機
器

の
使

用
を

中
止

し
、

 
シ

ス
メ

ッ
ク

ス
カ

ス
タ

マ
ー

サ
ポ

ー
ト

 
セ

ン
タ

ー
へ

ご
連

絡
下
さ

い
。

 
Q

C
V
試

験
適

合
 

Re
ad

in
g 

3
又

は
R

3 

適
合

 

は
い

 

い
い

え
 

 
Re

ad
in

g 
3
又

は
R3

 
< 

41
00

R
FU

 

関
連
す
る
セ
ク
シ
ョ

ン
の

全
て

の
ポ

ジ
シ

ョ
ン

で

V
ID

AS
 Q

CV
試

験
を

２
回

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

 

Te
st

 V
al

ue
 1

又
は

TV
1 

適
合

 
い

い
え

 

は
い

 

セ
ク
シ
ョ

ン
中

に
一

つ
で

も
 

Te
st

 V
al

ue
 1
（
又
は

TV
1）

＜
キ

ッ
ト

ラ
ベ

ル
の

値

を
示
す
も

の
が

あ
り

ま
す

か
？

 

 

セ
ク
シ
ョ
ン
の
使
用

を
中
止

し
、

 

下
記
に
記
載
さ
れ
て

い
る

 

お
問
い
合
わ
せ
先
へ

ご
連
絡

く
だ
さ

い
。

 

機
器

の
使
用

を
中
止

し
、

 

下
記

に
記
載

さ
れ
て

い
る

 

お
問

い
合
わ

せ
先
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

 

－
4
－
 

■
使

用
上

又
は

取
扱
い
上

の
注

意
 

１
．
一
般
的

注
意

 
①
 

本
品
は

凍
結
を

避
け

て
、

２
～
８

℃
で

保
存

し
て
く

だ
さ

い
。

 
②
 

本
品
中

の
Q

C
V
試

薬
ス
ト

リ
ッ

プ
は

光
に

敏
感
で

す
。

遮
光

の
た
め

必
ず

箱
に

入
れ
た

状

態
で

保
管
し

て
く
だ

さ
い

。
 

③
 

使
用
期

限
を
過

ぎ
た

製
品

は
、
使

用
し

な
い

で
く
だ

さ
い

。
 

④
 

本
品
を

取
り
扱

う
際

は
、

パ
ウ
ダ

ー
フ

リ
ー

の
使
い

捨
て

手
袋

を
使
用

し
て

く
だ

さ
い
。

 
２
．
廃
棄

 
①

 
本

品
中

の
Q

C
V
試

薬
ス

ト
リ

ッ
プ

は
、

0
.
1
％

ア
ジ

化
ナ

ト
リ

ウ
ム

を
含

有
し

て
お

り
、

鉛
又

は
銅

と
反

応
し

て
爆

発
性

の
金

属
ア

ジ
化

合
物

を
生

成
す

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
、

下
水

道
に
廃

棄
す
る

際
は

大
量

の
水
を

流
し

て
く

だ
さ
い

。
 

②
 

使
用
済

み
の
キ

ッ
ト

、
器

具
等
は

適
切

に
廃

棄
し
て

く
だ

さ
い

。
 

 ■
貯

法
・

使
用

期
限

 
２
～
８
℃
で

保
存
し

て
く

だ
さ

い
（
禁

凍
結

）。
 

使
用
期
限
は

、
パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

 
マ
ー

ク
に

記
載

し
て
あ

り
ま

す
。

 
 ■
包

装
単

位
 

バ
イ
ダ
ス
精

密
機
器

管
理

用
キ

ッ
ト
（

Q
C

V
）

 ··
··

··
··

··
··

··
··

· 6
0
回

用
 

 ■
問
い
合
わ
せ
先

 
シ
ス
メ
ッ
ク

ス
株
式

会
社

 
C

S セ
ン
タ

ー
 

〒
6
5
1
-
2
24
1
 

神
戸

市
西

区
室

谷
１
丁

目
３

番
地

の
２
 

TE
L  

0
1
2
0－

2
6
5－

0
3
4 

シ
ス
メ
ッ
ク

ス
・
ビ

オ
メ

リ
ュ

ー
株
式

会
社
 

〒
1
4
1
-
0
03
2
 

東
京

都
品

川
区

大
崎
一

丁
目

２
番

２
号
 

大
崎

セ
ン

ト
ラ
ル

タ
ワ

ー
８

階
 

TE
L  

0
3
－
68
3
4－

2
6
6
6
（
代

表
）
 

 ■
製
造
販
売
業
者

の
氏

名
又

は
名

称
及

び
住

所
 

シ
ス
メ
ッ
ク

ス
・
ビ

オ
メ

リ
ュ

ー
株
式

会
社

 
〒
1
4
1
-
0
03
2
 

東
京

都
品

川
区

大
崎
一

丁
目

２
番

２
号
 

大
崎

セ
ン

ト
ラ
ル

タ
ワ

ー
８

階
 

 
 

 
 

製
造

販
売

元
 

シ
ス

メ
ッ

ク
ス

・
ビ

オ
メ

リ
ュ

ー
株

式
会

社
 

〒
1
4
1
-
0
0
3
2
 
東

京
都

品
川
区
大

崎
一
丁

目
２

番
２
号
 

大
崎
セ

ン
ト

ラ
ル
タ
ワ

ー
８
階
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